
2A2 我が国産業技術水準の 国際上ヒ 較 

横山 正幸 科学技術と経済の 会 

俺 杢の目的 

我が国の産業技術水準は、 今や世界的に 見ても高 い 水準に達したと 言われている。 また 

我が国は高度な 産業技術を保有しているにもかかわらず、 全く新しいものを 生み出す「独 

創性」については、 欧米に大きく 遅れているという 指摘があ る。 

これらの産業技術の 水準や独創性に 関する論評は、 各方面から様々な 形で行われている 

が、 概して抽象的かつ 断片的なものが 多く、 具体的で総合的な 調査を踏まえたものは 近年 

では見当たらないのが 実情であ る。 

このため、 本調査においては、 代表的な技術分野・ 製品分野について 個々にその達成 水 

準 と独創性を調査し、 それらの結果を 踏まえて我が 国産業技術の 特徴と問題点を 明らかに 

し、 今後の産業技術政策の 企画・立案のため 0) 基礎資料とすることを 目的とする。 

調査研究のフローチ 十一 ト 

予備調査 

調査研究範囲の 決定 実 技術水準・研究開発 
文 

調 
4 1 製品分野の 査 

献 
結 

選定 態調 ボ する意識調査 チンシャル水準に 関 拮 果 
調 ・調査方法の 決定 査 (1) アンケート調査 果 の 
査 ・ 5 年前・現在 の 243 名 /  467 名 の ま 

5 年後の水準調査 実 回収率 52,0% 
施 (2) インタビュ一調査 

4l 名 
  

技術水準・研究 アンケート調査 
開発 ボ テンシャ 票の作成 
ル水準の定 浅 
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製品水準と技術水準・ 研究開発 ボ チンシャル水準の 関係 

製品の品質・ 価格   
小 @ 

く 技術水準 ノ 一 生 産 技 術   
十 

く 研究開発 ボ チンシャ /L フ % 準 ノ ー 研究開発 ポ テンシヤ ル 

調査項目 

木調査では、 調査対象製品の「製品・ 水準」 「技術水準」ならびに「研究開発 ボ チンシャ 

ル水準」を詳細に 分析するため、 つ ぎのような詳細項目を 設定した。 

(1) 製品水準を、 製品性能・性能信頼性・ 価格競争力という 3 つの側面でみる。 

(2) これらの製品水準を 支える重要技術 ( キ 一チクノロジ 一 ) を、 製品の開発・ 設計か 

ら 生産・利用までを 考慮したっ ぎ の 3 つに分類し、 それぞれの水準をみる。 

  
開発・設計上の キ 一チクノロジ 一 

キ一子クノロジー 生産上の キ 一子クノロジー 

利用上の キ 一子クノロジー 

(3) 研究開発 ボ チンシャル水準については、 研究開発の領域をつぎの 5 つぼ分類し、 

それぞれの領域での 水準をみる。 

の 純粋基礎研究 

②目的基礎研究 

③応用研究 

④画期的開発研究 

⑤改良型開発研究 
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調査対象製品分野ならびに 調査 票 発送，回収状況 
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製 品 分 野 

高張力 錦 
アモルファス 合金 
超電導材料 ( 液体ヘリウム 温度 ) 
ファイン・セラミックス 
ニューガラス 
高分子分離 膜 
エンジニアリンク・フラスチック 
複合材料 
  

光ファイバ 
半 群体レーザ 
CCD 
平群体メモり 素子   
マイクロブロセッサ 
ボール・スクリュー 
サ ー ボモータ 

油圧制御井 

光 磁気 チィスク 
1/2 インチ家庭用 V T R 
コンピュータ 
ヂ一 タベース 

CAD/CAM 
複写機 
D 一 PB X 

組立 ロ ポット 
レーザ加工 機 
レーザブリンタ 
加速器 ( サイクロトは ン ) 
ス ベクト ラユ、 ・アナライザ 
乗用車 
航空機用エンジン 
MR@ I 

人工腎臓 
動物細胞利用バイオ 型 品 
植物分野バイオ 製品 
微生物利用バイオ 製品 
軽水炉 
大腸 先 発電 
衛生 打 - 上げ用ロケット 
通信衛生 
洋上構造物 
超高層ビル 
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研究開発 ボ テンシ ， ル水準 ( 純粋基礎研究 )- 一日本を基準に 米国を評価 - 一 

  く 5 年功 ノ く 現在 ノ く s 年仮ノ 
                          +3 一 3                 +3 -3                 +3 

        
      

    2 7 モルフ 7 ス 合金   

3 % 屯 器材料   

5 手   一 ガクス 

l0 羊め 体 レーサ 

l3 マイクロブⅠ 田，サ 

                スクサ，一 

20 テークペース 

22 %     

24 車 且エヒ Ⅰ ポ       

26 レーザプリンク 

30 % 空は用ヱ ンシン 

32 / Ⅰ       

㏄ 踵     
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研究開発 ポ テンシ ，の 水準 ( 目的基礎研究 ) 一一日本を基単に 米国を評価一一 

  く 5 年前 ノ く 現在 ノ く 5 年 援ノ 
                            +3 -3                 +3 一 3                 +3 

        
      

      ア モルフ，ス合金   

3 % 俺旺 材料   

    フ 7 インセラ .         
    

5 々   一 ガラス         
6 内分子分離 膜   

    ヱンソ = アリアグ・ブラス テ フ ク   

8 枚       

9 九フ 7 4 ,         

l3 っイク Ⅰ プ ロ セソサ 

              スクリム 一 

l6 油圧制御井 

20 テークベース 

22 枚     

24 胡豆Ⅰ ボ     

  レーザプリンク 

30 航空 接 m ヱンノ ン 

改八       

㏄ 軽     

39 通       

40 洋上林造物   
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研究開発 ボ テンシ 、 ル 水準 ( 純林基礎研究 ) 一 - 日本を基 津に 欧州を訂 仙 一 

  く 5 年前 ノ く 現在 ノ く 5 年 佐ノ 
                            +3 -3 一 -2             +3 一 3                     
    
  

        

      ア モルフ，ス合金   

3 宙も寺村 卸   

5@ = ，   一 ガラス 

@0 % め体レーサ 

l2 半切 体ノ モリ末子 

旧 マイクⅠプロ 田，サ 

    十一 ル   スクり ，一 

は サ ー ボモー ク 

20 デ ーク ベース 

2 %     

24 伊豆Ⅰ ボ     

    レーザプリンク 

30 航空 搬 m エンシン 

32 人       

㏄ 軽     

39 通       

40 洋上双造物 
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研究開発 ボ テンシ 、 ル水準 ( 目的基礎研究 ) -- 日本を基準に 欧州を評価 - 一 

    く 5 年 m ノ く 現在 ノ く 5 年 佐ノ   
                          +3 一 3                 +3 一 3                     
    
  

    

ⅠⅠ ヰ         

    2 アモルフ，入合 金   

3 年で町村 卸   

  4 フ 7 インセラ . フ クス   

6 % 分子分 珪膜 

@0 キ弓竹レーザ 

l2 手 4 件メモりま子 

13 マイクロフ・Ⅰ 夫ノサ 

Ⅱ ボール   スクリム 一 

15 サーボモー ク 

@ つン ビハー / 

20 テークベース 

な 祖     

24 埋立ロボ     

  レーザ加エ 搬 

㏄ レーサブリンク 

27 拍     

30 市立技 用ヱ ンジン 

32 人       

㌍ 軽     

39 通         

40 洋上村走物 
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